
　今回の調査では、舞台そのものの構造と規模が判明しました。下小瀬と下檜沢の舞台については、主に舞台道具の
みの調査に留まり、構造等について報告されていたのは西塩子の舞台のみでした。西塩子の舞台間口は最大で７間で
すが、回り舞台こそないものの、門井の舞台は２間半の部材を組み合わせる最大７間半もの大きなもので、構造は西

塩子の舞台と全く同じでした。花道は最長で５間です。舞台を飾る道具の種類
も、本床（チョボ）、襖、ランマ、ケコミ、大幕、水引幕など、市内に残る他の舞
台と共通しています。人形浄瑠璃の道具も少量ながら残っていました。門井の
人々が一座を組んで行っていたのでしょう。
　門井の舞台道具で特徴となっているのが、紙製の背景幕が大量に残っていたこ
とで、舞台の貸し出しに当たり、道具運搬の軽量化を図ったものとも考えられま
す。門井の舞台がいつごろ作られたかは明らかではありませんが、今回の調査
で、弘化、安政、慶応といった幕末の年号の墨書が確認されたことから、この頃

には舞台を組み立て、芝居を楽しんでいたようです。
　水戸藩内は幕末の争乱でたいへんな混乱に陥っていた時期です
ので、とても意外な感じです。
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野上在住　中島正明さん

再生紙を使用しています

常陸大宮市の人口（１０月１日現在・推計常住者）　総人口４６，４３５人（男２２，７１５人、女２３，７２０人）　世帯数１６，２９２世帯
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　西塩子の回り舞台では、舞台や芝居に関する古文書の存在が、
調査を発展させ、舞台の価値を高めました。門井の舞台も、今回
の調査で西塩子の舞台に劣らぬ貴重な文化財であることが明らか
になりましたが、関連史料が地域で発見され、作られた時代や芝
居興行の様子が判明されることを期待し、この舞台を地域でどの
ように活かして行くのか、行きたいのか、地域の対応にも大いに
期待しています。
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▲舞台道具の運び出し

　去る９月25日、御前山支所敷地内のトレーニングセンターに、門井
民俗資料保存会によって、地区に持ち伝えられてきた組立式舞台の部
材とすべての道具が運び出され、２日間にわたって歴史民俗資料館協
力のもと調査が行われました。
　27日には、それらの道具とともに門井地区に関わるその他の史料も
展示され、見学に訪れた300人を超える人々は、はじめて公開された
文化財に感嘆の声を上げていました。西塩子に隣接する門井に組立式
舞台があることは早くから知られていましたが、すべての道具を持ち
出して調査を行ったのは今回が初めてです。

▲舞台道具を展示した様子




